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化学修飾XPSによる水酸基の定量化学修飾XPSによる水酸基の定量
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C-OHとC-O-Cの切り分けは難

C-OHのみを
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反応試薬
無水トリフルオロ酢酸

（TFAA）

は水酸基の化学修飾によって出現したピークであり、水酸基量に応じたピーク強度を持ちます。
また、マーカー元素であるF量を用いて水酸基を持った炭素比率の試料間比較が可能です。
ポリビニルアルコールの場合、化学構造式と一致した値（50%）が算出されました。

化学修飾後の
組成（atomic%）

水酸基を持った
炭素比率

C O F
50%

45.1 21.2 33.7

高分子フィルムの接着性や濡れ性といった特性を制御するにあたって、表面に存在する極性官能基(ア
ルコール基)を定量的に評価することは非常に重要です。XPSは定量的な評価に最適ですが、ピーク位
置が隣接している酸化状態(C-O-C)と水酸化状態(C-OH)を切り分けて定量することが困難です。
MSTではポリビニルアルコール（PVA）について化学修飾法を用いてアルコール基のみを選択的に反応
させた後に、XPSにて定量することが可能です。PVA中のアルコール基を無水トリフルオロ酢酸（TFAA）
によって化学修飾して評価した事例を紹介します。


